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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月13日(2019.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第２のユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、前記方法は
、前記第２のＵＥにおいて実行され、
　前記第２のＵＥと通信している第１のＵＥの潜在的ハンドオフを示す情報を受信するこ
とと、
　ハンドオフ情報を記憶するデータ構造に記憶された情報に基づいて、通信遅延またはジ
ッタプロファイルのうちの少なくとも１つについての特定の情報を決定することと、
　前記潜在的ハンドオフを示す前記情報および前記特定の情報に基づいて、前記潜在的ハ
ンドオフが起きる前に、前記通信についての通信パラメータまたは通信レートを調整する
ことと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記通信パラメータの期待値を決定することと、前記通信パラメータの前記期待値は前
記潜在的ハンドオフ中に予期される、
　前記通信パラメータの前記期待値が前記パラメータの特定の値の閾値内にないと決定す
ることと、
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記通信パラメータまたは前記通信レートを調整することは、
　　前記通信パラメータの前記期待値が前記パラメータの前記特定の値の前記閾値内にな
いと決定したことに基づいて、前記通信パラメータまたは前記通信レートを調整すること
、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記潜在的ハンドオフを示す前記情報を受信したことに基づいて、前記通信レートに対
する調整を決定するために、レート適応アルゴリズムを利用することをさらに備え、
　ここにおいて、前記通信レートまたは前記通信パラメータを調整することは、
　　前記通信レートに対する前記調整を決定したことに基づいて、ビデオテレフォニーエ
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ンコーダレートを調整することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記潜在的ハンドオフを示す前記情報に基づいて、前記通信に関連付けられた推定アッ
プリンクまたはダウンリンクレートを決定することと、
　前記潜在的ハンドオフの指示を受信した後、前記推定アップリンクまたはダウンリンク
レートに基づいて、前記通信パラメータまたは前記通信レートを調整することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記潜在的ハンドオフが起きていないことを示す情報を受信することと、
　前記潜在的ハンドオフが起きていないことを示す前記情報を受信したことに基づいて、
前記通信パラメータまたは前記通信レートを調整することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記潜在的ハンドオフが完了されたことを示す情報を受信することと、
　前記潜在的ハンドオフが完了されたことを示す前記情報を受信したことに基づいて、前
記通信パラメータまたは前記通信レートを調整することと、
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記潜在的ハンドオフを示す前記情報または前記潜在的ハンドオフが完
了されたことを示す前記情報は、リアルタイムトランスポートプロトコル（ＲＴＰ）制御
プロトコル（ＲＴＣＰ）メッセージまたは汎用アプリケーションレイヤシグナリングメッ
セージのうちの少なくとも１つを介して受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記通信に関連付けられたジッタの量を示す情報を受信すること、ここにおいて、前記
ジッタの量は、前記潜在的ハンドオフを受ける前記第１のＵＥに関連付けられ、およびこ
こにおいて、前記ジッタの量は、前記第１のＵＥが前記潜在的ハンドオフを受ける前の前
記通信に関連付けられたジッタの量よりも大きい、または
　前記通信に関連付けられたパケット遅延の量を示す情報を受信すること、ここにおいて
、前記パケット遅延の量は、前記潜在的ハンドオフを受ける前記第１のＵＥに関連付けら
れ、およびここにおいて、前記パケット遅延の量は、前記第１のＵＥが前記潜在的ハンド
オフを受ける前の前記通信に関連付けられたパケット遅延の量よりも大きい、
　前記ジッタの量を示す前記情報または前記パケット遅延の量を示す前記情報を受信した
後、前記通信レートを維持すること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための第２のユーザ機器（ＵＥ）であって、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　前記１つまたは複数のプロセッサと電子通信しているメモリと、
　を備え、
　前記メモリは、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行されるとき、
　　前記第２のＵＥと通信している第１のＵＥの潜在的ハンドオフを示す情報を受信する
ことと、
　　ハンドオフ情報を記憶するデータ構造に記憶された情報に基づいて、通信遅延または
ジッタプロファイルのうちの少なくとも１つについての特定の情報を決定することと、
　　前記潜在的ハンドオフを示す前記情報および前記特定の情報に基づいて、前記潜在的
ハンドオフが起きる前に、前記通信についての通信パラメータまたは通信レートを調整す
ることと、
　を前記デバイスに行わせる命令を備える、
　第２のＵＥ。
【請求項９】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、前記方法は
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、前記第１のＵＥにおいて実行され、
　　第２のＵＥとの通信中に潜在的ハンドオフを識別することと、
　　１つまたは複数の先行ハンドオフに基づいて、前記潜在的ハンドオフの前に、前記潜
在的ハンドオフについての情報を決定することと、
　　前記第２のＵＥに、前記潜在的ハンドオフの前に、前記潜在的ハンドオフについての
前記情報を提供することと、
　ハンドオフ情報を記憶するデータ構造に記憶された情報に基づいて、通信遅延またはジ
ッタプロファイルのうちの少なくとも１つについての特定の情報を決定することと、
　前記潜在的ハンドオフについての前記情報および前記特定の情報に基づいて、前記潜在
的ハンドオフが起きる前に、前記第２のＵＥとの前記通信についての通信パラメータまた
は通信レートを調整することと、
　を備える方法。
【請求項１０】
　前記通信レートに対する前記調整を決定するために、レート適応アルゴリズムを利用す
ることをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記潜在的ハンドオフを識別することは、
　　動きプロセッサ情報、
　　信号強度情報、または
　　無線アクセス技術（ＲＡＴ）シグナリング情報、
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記潜在的ハンドオフを識別することをさらに備
える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記潜在的ハンドオフが完了されたと決定することと、
　前記潜在的ハンドオフが特定のタイプのハンドオフであると決定することと、
　前記第２のＵＥに、前記潜在的ハンドオフが完了されたと決定したことに基づいて、お
よびハンドオフの前記特定のタイプに基づいて、前記通信パラメータまたは通信レートア
ルゴリズムをリセットすることに関連付けられた情報を提供することと、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記潜在的ハンドオフが完了されたと決定することと、
　前記潜在的ハンドオフが完了された後、前記潜在的ハンドオフに関連付けられた情報を
データ構造に記憶することと、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記潜在的ハンドオフが完了されたと決定することと、
　前記潜在的ハンドオフが完了された後、前記通信パラメータまたは前記通信レートを調
整することと、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための第１のユーザ機器（ＵＥ）であって、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　前記１つまたは複数のプロセッサと電子通信しているメモリと、
　を備え、
　前記メモリは、前記１つまたは複数のプロセッサによって実行されるとき、
　　第２のＵＥとの通信中に潜在的ハンドオフを識別することと、
　　１つまたは複数の先行ハンドオフに基づいて、前記潜在的ハンドオフの前に、前記潜
在的ハンドオフについての情報を決定することと、
　　前記第２のＵＥに、前記潜在的ハンドオフの前に、前記潜在的ハンドオフについての
前記情報を提供することと、
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　　ハンドオフ情報を記憶するデータ構造に記憶された情報に基づいて、通信遅延または
ジッタプロファイルのうちの少なくとも１つについての特定の情報を決定することと、
　　前記潜在的ハンドオフに関連付けられた前記情報および前記特定の情報に基づいて、
前記潜在的ハンドオフが起きる前に、前記第２のＵＥとの前記通信に関連付けられた通信
パラメータまたは通信レートを調整することと、
　を前記デバイスに行わせる命令を備える、
　第１のＵＥ。
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